
１．日時：令和 ２年 ９月１８日（金）　１４：００～１５：３０

２．場所：広島西部山系砂防事務所　会議室（ＷＥＢ形式）

３．出席者

部会長：　森脇　武夫　【広島工業大学　教授】

委 　員：　半井　健一郎　【広島大学大学院　先進理工系科学研究科　教授】

委 　員：　伊木　剛二　【広島商工会議所　事務局長兼産業・地域振興部長】

４．議事次第：

・    審査対象案件（工事）の全体説明

・    審査対象案件（工事）の個別審査

・    審査対象案件（業務）の全体説明

・    審査対象案件（業務）の個別審査

・    落札者決定時の意見聴取に関する報告

５．審査概要：　　※対象案件は別添、総合評価審査部会資料（抜粋）のとおり

（１）審査対象案件（工事）の全体説明

審査対象工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式）　 全　６件

＜審査工事件数の内訳＞

1） 評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・ ０件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

0件

0件

総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

0件

0件計

工種

工種

発注者：　三次河川国道事務所、太田川河川事務所、広島西部山系砂防事務所、土師ダム管理所、弥栄ダム管理
所、温井ダム管理所、中国技術事務所

該当なし

計

該当なし

中国地方整備局総合評価審査委員会 広島県第一部会 （第6回）
開催結果の概要
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2）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・ 6件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

4件

1件

1件

6件

総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

0件

0件

（２）審査対象案件（業務）の全体説明

審査対象業務件数・・・ 全 11件

＜審査業務件数の内訳＞

1）評価項目・加算点の審査（公告・公示前審査）・・・ 1件

業務種別 審査件数

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易型
補償

コンサルタント業務
1件

1件

２）評価項目・加算点の審査（特定・入札前通知前審査）・・・ 10件

業務種別 審査件数

簡易公募型
プロポーザル方式

総合評価型
土木関係建設

コンサルタント業務
3件

簡易公募型
プロポーザル方式

総合評価型 地質調査業務 1件

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易型
土木関係建設

コンサルタント業務
6件

10件

（３）落札者決定時の意見聴取に関する報告

報告工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式） 全 1件 (R2.7.27　開札分)

・ チャレンジ型 ・・・・・・ 1件

報告業務件数・・・　（総合評価落札方式） 全 2件 (R2.7.20～R2.8.5　開札分)

工種

該当なし

計

維持修繕

機械設備

工種

一般土木

発注契約方式

計

計

計

発注契約方式
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　総合評価審査委員会資料（抜粋）
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資料－１

令和２年度　広島県第一部会（第６回）

審査対象工事一覧表

令和２年９月１８日
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

④
週
休
2
日

工事名

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

難
易
度

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

競争参加
資格不可

社数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

◎ 3
太田川河
川事務所

一般土
木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

令和２年度太田川庚午地区耐震対策工事

Ⅱ型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 13 1

工事延長Ｌ＝約120m
・作業土工　１式（床掘　Ｖ＝約280㎥、埋戻し　Ｖ＝約
280㎥）
・捨石工　V=約430m3
・矢板工　N=約140枚
・仮設工　1式

ー

3 2 1 20 70 ー

2
三次河川
国道事務
所

維持修
繕

ー
道
路

令和２年度尾道松江線防護柵設置第４工事

Ⅱ型

Ⅱ
道
路
附
属
施
設

30 13 1

・防護柵工１式
（ワイヤロープ式防護柵Ｌ＝6,400m、ワイヤロープ端末
処理Ｎ＝68箇所）
・舗装工１式（警告型切削溝工Ｌ＝12,800m）
・区画線工１式
・道路附属施設工１式
・構造物撤去工１式
・仮設工１式

ー

3 2 1 20 70 ー

1
三次河川
国道事務
所

一般土
木

Ｂ
＋
Ｃ

道
路

令和２年度鍵掛峠道路横手地区第２改良工事

Ⅰ型

Ⅲ
Ｒ
Ｃ
橋
脚
・
橋
台

30 12 1

・道路土工　１式（切土Ｖ＝11,000㎥、盛土Ｖ＝6,000
㎥）
・法面工　１式
・排水構造物工　１式
・橋台　２基
・橋脚　１基
・地下水排除工　１式
・工事用道路工　１式

工事内で切土・盛土を流用し、橋脚が高さ１５ｍを超
え、ＪＲ芸備線が近接する工事である。橋梁下部工はコ
ンクリートを主体とした重要構造物であるため、コンク
リートの品質確保を図る必要がある。

3 1 2 1 20 70

橋梁下部コンクリート
の品質・耐久性確保に
関する施工計画（最低
限コンクリートの打設・
締固め・養生について
は記載すること）

5



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

④
週
休
2
日

工事名

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

難
易
度

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

競争参加
資格不可

社数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

20 70 ー3 1 2 1

令和２年度三篠川上深川地区外護岸工事

Ⅱ型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 12 1

＜友光地区＞工事延長Ｌ＝100ｍ
・河川土工　１式（掘削　Ｖ＝約5,000㎥）
・法覆護岸工　１式（コンクリートブロック張　Ａ＝約
1,400㎡）
・護岸基礎工　１式（基礎　Ｌ＝約100ｍ）
・仮設工　１式
＜樽原地区＞工事延長Ｌ＝250m
・河川土工　１式（盛土　Ｖ＝約10,000㎥）
・法覆護岸工　１式（コンクリートブロック張　Ａ＝約
1,800㎡）
・護岸基礎工　１式（基礎　Ｌ＝約300ｍ）
・仮設工　１式

ー

4
太田川河
川事務所

一般土
木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

5
太田川河
川事務所

一般土
木

Ｃ
河
川

令和２年度三篠川上深川地区堤防他その２工事

Ⅱ型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 12 1

工事延長　Ｌ＝100ｍ
・掘削　Ｖ＝約7,300㎥
・盛土　Ｖ＝約5,500㎥
・護岸基礎　Ｌ＝約100ｍ
・法覆護岸工　１式
・伐採工　１式
・仮設工　１式

ー

3 1 2 1 20 70 ー

6
土師ダム管
理所

機械設
備

ー
機
械

令和２年度土師ダム曝気設備コンプレッサー外更
新工事

Ⅱ型

Ⅱ
ダ
ム
管
理
設
備

30 16 1
コンプレッサー更新　２基
ダクト更新　２基
給気ホース更新　３本

ー

3 20 70 ー
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審査対象業務一覧表

令和２年９月１８日

資料－３

令和２年度　広島県第一部会（第６回）
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◇【簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（標準型 ／簡易型）】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成績・
表彰

技
術
登
録
部
門

同
種
・
類
似
業
務
の
実
績

業
務
成
績

表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

技
術
者
資
格

業
務
実
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

業
務
成
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

業
務
理
解
度

実
施
手
順

（
フ
ロ
ー

）

実
施
手
順

（
業
務
量
把
握

）

そ
の
他

（
知
識

）

そ
の
他

（
地
域
の
実
情

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

◇簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（簡易型）

予定技術者の経験及び能力

小
計

参加表明者の経
験及び能力

資格・
実績

成績・
表彰

資格・実績

小
計

業
務
実
施
体
制

（
該
当
す
る
場
合
は
非
選
定

）

資格・実績

小
計

NO

成績・表彰

予定管理技術者の経験
及び能力

評
価
テ
ー

マ

実施方針

実施方針
・実施フロー

・工程・その他
成績・表彰

予定照査（担当）技術者の経
験及び能力

予定管理技術者の経験及び能力

資格・実績
公
示
時
期

（
月

）

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

合
計

予定照査技術者の経
験及び能力

小
計

評価テーマⅡ

資格・実績 成績・表彰

小
計

評
価
割
合

備考

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内
容

内
容

評
価
小
計

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

合
計

技術提案等の適切性

事務所名

業務名

業務種別

業務概要

1

広島西部山系砂防事務所

令和２年度広島西部山系管内砂防事業補償説明等業務

補償コンサルタント
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◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

令和２年度中国管内道路防災診断業務

地質調査業務

本業務は、道路防災総点検に基づく防災カルテ点検結果の診断評価を行う業
務である。

4

中国技術事務所

7
防災カルテ点検結果に対
し診断評価を変更する場
合の留意点

－

令和２年度土砂・洪水氾濫生産土砂量推定手法検討業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、平成30年に西日本豪雨により広島県で発生したような土砂・洪水氾
濫に対し、地質別等の着眼点から既往土砂災害事例における降雨と生産土砂
量の関係を分析し、土砂・洪水氾濫対策計画における生産土砂量の推定手法
を検討する業務である。

レーザープロファイラの差
分データを用いて、地形、
地質、降雨量別の崩壊生
産土砂量及び流出土砂
量を推定する上での着眼
点について

－2

広島西部山系砂防事務所

7

令和２年度広島西部山系施工効率化調査検討業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、広島西部山系内の砂防工事の施工効率化について課題整理、改善
策の検討及び効果の検証等を行うものである。

広島西部山系における砂
防工事の施工に配慮した
設計の留意点

－3

広島西部山系砂防事務所

7

備　　　考
（ページ・番号）

提出された技術提案書の評価N0

公
示
時
期

（
月

）

評価テーマ内容

参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者
等

事
　
　
由

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

満点

評価ウェート

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

技
術
提
案
提
出
者
数

技術提案書の評価事務所名

業務名

業務種別

業務概要

1

三次河川国道事務所

7

道路巡回の効率化を検
討する上での課題とその
解決に向けた検討手法に
ついて

－

令和２年度三次管内道路巡回効率化検討業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、三次河川国道事務所管内における道路巡回の効率化を図るため、
巡回用車輌にカメラを搭載し、路面等の道路状況等を画像で確認できる道路巡
回システムを試行導入し、本格導入にあたっての課題・仕様内容等を検討する
業務である。
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◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

N0

事務所名

公
示
時
期

（
月

）

業務名

評
価
割
合

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

技術提案書の評価

備　　　考
（ページ・番号）

評価テーマ

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者
等

事
　
　
由

満点

提出された技術提案書の評価

業務概要

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

1

三次河川国道事務所

7 ー －

令和２年度三次河川国道事務所管内橋梁外補修設計業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、一般国道５４号及び尾道松江線における橋梁等の補修設計を行うものであ
る。

2

三次河川国道事務所

7 ー －

令和２年度三次管内ネットワークシステム設計業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、三次河川国道事務所管内のネットワークシステムの詳細設計を行うものであ
る。

3

三次河川国道事務所

7 ー －

令和２年度備北丘陵公園受変電設備設計業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、備北丘陵公園の高圧受変電設備の詳細設計を行うものである。

4

太田川河川事務所

7 ー －

令和２年度小瀬川防鹿地区樋門詳細設計他業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、太田川河川事務所管内における柔構造樋門詳細設計及び設計に必要な地
質調査を行う業務である。
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◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

N0

事務所名

公
示
時
期

（
月

）

業務名

評
価
割
合

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

技術提案書の評価

備　　　考
（ページ・番号）

評価テーマ

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者
等

事
　
　
由

満点

提出された技術提案書の評価

業務概要

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

6

広島西部山系砂防事務所

7 ー －

令和２年度安芸南部山系天応地区外砂防設備設計業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、安芸南部山系天応地区及び坂地区において遊砂地の検討・設計を行う業務
である。

5

太田川河川事務所

7 ー －

令和２年度太田川庚午地区外耐震対策詳細設計他業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、一級河川太田川庚午地区外の高潮事業における、耐震対策詳細設計及び
設計に必要な測量及び地質調査等を行う業務である。
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